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└ऍᯃល┖

花の研究にܞわって

鈴 木 ྄ 子1

試験場の研究һになって36年が経とうとしてい
ますが，ࢲはその大半を花・野菜技術センターで
花き担当の研究һとしてա͝しました。この機ձ
に道総研における花き研究について少し͝঺հし
たいと思います。

北海道における切り花の生産は，ত和40年台以
߱のస作ৼڵにより水ా地ଳへの導入が本֨的と
なり，その後もྫྷྋなީؾを活かしたՆ秋期の産
地としてめ͟ましい発లを਱げました。ত和の࠷
ऴ年にதԝ農業試験場で花きの研究һが増һとな
り，ࢲはそこに配ଐされました。大学での専߈と
はҧう分野だったので，初めはԿもわからずށ࿭
いましたが，切り花に関しては研究例が少なく，
すべてが৽しい研究成果となるのでஈ々と面നく
。るようになりました͡ײ

増һにあたり，当時のԂܳ部野菜花きୈ２Պで
は৽しい研究テーマが用ҙされていました。৽ن
花きアルストロメリアの導入です。アルストロメ
リアはೆ米ݪ産の॓根性花きで，長野ݝをத৺に
高ྫྷ地での切り花生産が࢝まり，北海道では౦ਆ
ָ町が先進的に取り組みを進めていました。切り
花用のアルストロメリアは࢛࡙قき性品種であ
り，温度さえあればقઅを໰わず花を࡙かせます。
研究һになって初めての担当品໨が，加温周年作
という北海道ではかなりಛघな栽培ํ法をとるܕ
作物でした。当વ，ࠃ内での研究例はほとんどな
く，アルストロメリアの品種開発をߦっているオ
ランμの情報を得ながら࢓事を進めました。オラ
ンμにൺべ࢛قの温度ม化がܹしい日本では，北
海道であってもアルストロメリアにとってはՆが
ॵす͗ます。そこで，オランμでは標準装備となっ
ている地தྫྷ٫技術の検証をߦい，根部を適温に
อつことで୯価の高い秋قに高品質の切り花が得

られることがわかりました。試験ではதݹのバル
ククーラーを用いてྫྷ水を作りましたが，産地の
Ήかわ町では๛෋な地Լ水をར用することでこの
技術が定ணしました。

平成ᴵ年には花きと野菜の生産ৼڵをڧ化する
໨的で，花・野菜技術センターが設立され，花き
担当研究һはᴳ໊に増һされました。それからの
10年間は道内花き生産のϐーク期に当たり，それ
を支えるための試験研究も精力的にߦわれまし
た。小輪系ゆりの品種開発を࢝め，デルフィニウ
ムやスターチスといったಛ産花きの栽培法開発な
ど，研究成果は10年間で44՝୊にの΅りました。

平成18年ࠒからは切り花の輸送や日持ちに関す
るニーズが高まり，ࢲたちもࠃのプロδΣクトに
画するなどして研究に取り組みました。北海道ࢀ
は遠ִ産地である上に出ՙ期が高温であるため，
められます。どんなٻも高度な品質管ཧ技術が࠷
にྑい花を栽培できたとしても，消අ者にಧいた
ときに品質がམちていたらԿのҙຯもありませ
ん。デルフィニウムやμリア，草花類などણࡉな
切り花をどうѻえばよいか，生産者やࢢ場，生花
ళのօさんとٞ࿦しながらの研究は৽たな視点を
得られ，とてもエΩサイティンάでした。

ྩ和の時୅になりスマート農業が広がりを見せ
るத，ࢪ設Ԃܳ分野でも*$5を活用した環境制御
技術が普及し࢝めています。ࢲは，加温設備を持っ
たࢪ設の割合がଟい切り花こそ高度な環境制御の
効果が発揮できる作物だと思っています。現ࡏ実
தの研究では，温度に$02，L&%電রをؚめたࢪ
౷合環境制御によって収量を増加させ，切り花１

本当たりの೩料࢖用量を３割࡟減する技術につい
て検討しています。

花の研究にڵຯをお持ちのํはいつでも花・野
菜技術センターにおӽしください。

1 道総研花・野菜技術センター 3Zoko SUZUKI




